
 

【平成 21 年 8 月 台風 9 号による被害調査ー現地聞き取り調査報告ー】 

【調査報告】 

・平成２１年９月１８日、１９日兵庫県佐用町にて聞き取り調査を実施しました。 

下記は聞き取り調査等から分かった当日の時間経過をまとめたものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

【被害軽減のための今後の検討課題】 

○災害対策本部の機能確保：浸水を想定した立地、設備の充実、確実な職員参集と職員配置の検

討 

○システム経由で配信される水位情報の抱える危険性（→コミュニケーション不足による連携の

欠如）を十分に考慮した体制の検討。 

○避難所の指定：洪水時に川を渡るような避難所指定は不適切 

 

○避難路の安全確保：住民に対し安全な避難路（高い、明るい等）の指定と水害時の避難路の浸

水状況等に関する情報提供が必要。 

 

○避難勧告・避難指示：水位が避難判断水位に達した時点（１９時５０分）は周辺が暗くなって

おりまた流出水等によりすでに安全な避難が出来るような状況ではなかった。 

                      本郷町、幕山川については水位計等なく状況把握できず。避難勧告時点

では既に避難不可能 

                      避難することの適否（待機して助かった人、一方で倒壊家屋も多数） 

○情報伝達：２１：２０という時刻で、防災無線を聞いたのは少数であった。非常時の情報伝達

方法の見直しが必要。 

○車中での死亡事故：道路の冠水情報や交通規制等の重要性、山間部での流体力の大きさ 

 

○防災担当者の情報収集力：非常時に管轄内の状況を把握する仕組み作り（モニターの委任、監

視カメラ、高台からの監視等） 

 

今後上記の検討課題を踏まえさらに調査を続けて行く予定です。 


